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昭和62年度日本気象学会総会議事録

日時昭和62年5月27日（水）13時00分～14時00分

場所茨城県新治郡桜村天王台1－1－1

　　　　筑波大学大学会館

総会次第

1．開会の辞

2．議長選出

3．理事長挨拶

4．各賞受賞者選定経過報告

5．学会賞授与

6．藤原賞授与

7．昭和61年度事業報告

8．昭和61年度会計決算報告

9．昭和61年度監査報告

　10．昭和62年度事業計界案，予算案審議

　11．開会の辞

出席者数

出席者　179名

委任状　754名

　計　　933名

1．開　会

　中村理事から定款第38条による総会成立に必要な出席

者数709名（通常会員現在数3，544名の5分の1），　うち

委任状によらない出席者142名（通常会員の25分の1）

が満たされているので総会は成立するとして，開会が告

げられた．

　2．議長選出

　中村理事が議長選出は出席会員の互選によるが慣例に

したがい大会委員長の吉野正敏会員を推薦したいと諮っ

たところ，満場一致で承認され，同会員が議長に選出さ

れた．

　3．議長挨拶

　吉野議長から，ご指名により議長をつとめさせていた

だくのでご協力をお願いする旨の挨拶があった．

4．理事長挨拶

　山元理事長から概要次のような挨拶があった．

　（1）本大会の開催に当っては吉野大会委員長（筑波大

　　　学）をはじめとする筑波大学の会員の皆様方の並

　　　々ならぬ努力に対して感謝する．

　（2）各理事，各会員の学会への尽力，協力により学会

　　　の会務は順調に発展しており，会員数も約4，200
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　　「気象研究ノート」の刊行が一時停滞していた

　　が，担当理事はじめ編集委員の努力により順調に

　　刊行されるようになった．「天気」も担当理事らの

　　努力により新しい内容を盛り込むことになった．

　　また，昨年8月に気象庁において開催された短期・

　　中期数値予報国際シンポジム（WMO／IUGG主

　　催）のプ・シーディングスを気象集誌特別号とし

　　て刊行するための作業が進められており，近く発

　　行の運びとなる予定である．

（8）国際的な気…象界の動向としては，中層大気観測計

　　画いわゆるMAPが成功裡に終了し，今年度か

　　らWCRP（気候変動国際協同研究計画）が組織

　　的に推進されることになった．

　　名と昨年に比較してわずかではあるが増加してい

　　ることは会員の協力によるものと感謝する．

（3）会計も会費その他の収入が順調に進んでいる．年

　　度末には学会賞，藤原賞および山本賞の基金を増

　　額することができた．

（4）国際学術交流基金も500万円に達した．　このうち

　　には百数十名の会員から100万円近い寄附があっ

　　た．今後は関係団体へ募金の働きかけも考えてお

　　り，より一層の基金の充実をはかってゆきたい．

（5）本年3月中旬に堀内剛二会員から大気科学の研究

　　奨励のためにと約500万円（有価証券）の寄附が

　　あった．

　　　学会としてはその果実により，賞を設定するた

　　めに総合計画担当理事を中心に関係理事による原

　　案作成委員会を設けて検討を進めており，原案を

　　作成して秋委大会に臨時総会を開き提案したいと

　　考えているので，その際はよろしく審議願いた

　　い．

（6）学術用語集気象学編（増訂版）　（昭和62年3月25

　　日付発行）が5月中旬に発売となった．

（7）

（9）学会の国際的活動としては

　ア．本年4月10日～15日に中国の成都で開備された

　　「東アジアの大循環に関する国際会議」日中協力

　　国際交流事業として中国気象学会および中国科学

　　院と共催した．この会議には気象研究所2名，各

　　大学5名計7名の会員が出席した．

　イ．昭和63年2月インドのニューデリーで開催され

、天気”34．8．
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　る「熱帯域における微気象と大気汚染に関する国

　際シンポジウム」（インド気象学会主催）を後援す

　る．

ウ．国際学術交流活動としては引き続き国際研究集

　　会参加旅費の補助を行ってゆく．

（10）国際気象学・大気物理学協会（IAMAP）第6回

　　総会（1993年8月）の日本への招致については・

　　学会としては全力をあげて招致に努力することに

　　したいので会員の協力をお願いしたい．

（11）今回の春季大会において，はじめてポスターセ

　　ッションの試行を行って好評を得た．改善すべき

　　点についてはこれを改善し，北海道の秋季大会に

　　おいてもポスターセッショソを行うことにしてい

　　る．

（12）学会刊行物に著作権を設定した．「気象集誌」は

　　第65巻1号から投稿および編集規定のなかに著作

　　権を明記した．「大会予稿集」は62年秋季大会か

　　ら明記する．「天気」および「気象研究ノート」

　　については文案を検討中である．

5．各賞受賞者選定経過報告

（1）日本気象学会賞の受賞者選定の経過及びその理由

　について松野担当理事から報告があった．

（2）藤原賞の受賞者選定の経過及びその理由について

　広田担当理事から報告があった．

6．日本気象学会賞の授与

山元理事長から次の会員に賞状，賞牌，賞金が授与さ

れた．

・秋山孝子会員（気象研究所）

　「梅雨前線上の中間規模低気圧にともなう降水系の

　研究」

・山形俊男会員（九州大学応用力学研究所）

　「赤道域における大気・海洋結合系の力学に関する

　研究」

7．藤原賞の授与

山元理事長から次の会員に賞状，賞牌，賞金が授与さ

れた．・

・川口貞男会員（国立極地研究所）

　「南極観測事業を通して我が国の極地気象学を振興

　させた功績」．

8．昭和61年度事業報告

中村庶務担当理事から概要次のとおり報告があった．

（1）会員数の動向

　　昭和62年2月1日現在会員数4，232（64名増）

1987年8月

国内一般A2，357

　　　　B1，014

学　　生A　　89

　　　　B　　84

国内団体A322

　　　　B184
賛助会員　　45
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　　　外国個人A　　58　　外国団体A　49

　　　　　　　B　　26　　　　　　　B　　4

（2）機関誌等の刊行

　ア．天　気33巻4号～34巻3号12冊751頁
　　　　　　　　（94頁増）

　　　　　　　　各号約4，300（4，230～4，350）部印刷

　イ．気象集誌　63巻2号～64巻1号　6冊1002頁

　　　　　　　　（198頁減）

　　　　　　　　各号1，900部印刷

ウ． 気象研究ノート 153号「気象教育特集」91頁

1，800部印刷

154号「雷特集」　86頁

1，900部印刷

155号「惑星大気」206頁

1，800部印刷

（3）会　議

　ア．総会

　　昭和61年5月22日　気象庁

　　出席者：186名，委任状：656名，計：842名

　　昭和60年度事業報告・決算，昭和61年度事業計画

　　・予算等が承認された．名誉会員の推薦を議決し

　　た．

イ．理事会

ウ．常任理事会

評議員会

第23期　第5回

第23・24期　合同1回

第24期　第2回

第23期　第18回～第19回

第24期　第1回～第6回

第24期　第1回

計2回
計6回

　工．

（4）講演会および研究会

　ア．春季大会　昭和61年5月21日～23日

　　　　　　　　東京：気象庁

　　　　　　　　（担当：東京地区大学）

　イ．秋季大会　昭和61年11月5日～7日　名古屋：

　　　　　　　　愛知厚生年金会館

　　　　　　　　（担当：中部支部）

　　　　　　　　ポスター・セッションについてのア

　　　　　　　　ソケート調査を行った．

　ウ．研究会

　　（ア）南極圏の気象（第5回）　昭和61年5月20目
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　　（イ）梅雨に関する研究会　　　昭和61年5月20日

　　（ウ）南極圏の気象（第6回）　昭和61年11月4日

　工．月例会等

　　（ア）第30回山の気象シンポジウム

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年6月21日

　　（イ）長期予報と大気大循環　　昭和62年2月23日

　　（ウ）大気境界層についてのワ．一クショップ

　　　　　　　　　　　　　昭和62年3月16日～17日

　オ．他学会との共催等

　　（ア）第23回理工学における同位元素研究発表会

　　　　　　　　　　　　　昭和61年7月1日～3日

　　（イ）第4回エア・ゾル科学・技術研究討論会

　　　　　　　　　　　　　昭和61年8月21日～22日

　　（ウ）第9回風工学シンポジウム

　　　　　　　　　　　　　昭和61年12月4日～5日

　　（エ）第33回風に関するシンポジウム

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和62年2月4日

（5）研究業績の表彰および研究の奨励

　ア．研究業績の表彰

　　（ア）日本気象学会賞

　　　　　　村上勝人会員

　　　　　　安成哲三会員

　　（イ）藤原賞

　　　　　　村上多喜雄会員

　　（ウ）山本賞

　　　　　　篤野泰弘会員

　イ．奨励金受領者

　　　　　　大奈　健会員

　　　　　　江上　公会員

　　　　　　半田　孝会員

　　　　　　瀧島幸市会員

（6）支部活動

　ア．北海道支部

　　（ア）昭和61年度第1回支部研究発表会（北大理

　　　　学部）　　　　　　　　　昭和61年6月9日

　　（イ）昭和61年度第2回支部研究発表会（札幌管

　　　　区）　　　　　　　　　昭和61年11月29日

　　（ウ）北海道支部地方講演会（千歳市市民文化セ

　　　　ンター）　　　　　　　昭和61年10月18日

　イ．東北支部

　　（ア）昭和61年度東北支部地方講演会（秋田県宿

　　　　泊所）　　　　　　　　　昭和61年9月27日

　　（イ）昭和61年度東北支部講演会（仙台第3合同）
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　　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年10月24日

　ウ．中部支部

　　　昭和61年度秋季大会（名古屋）

　　　　　　　　　　　　　昭和61年11月5日＾）7日

　工．関西支部

　　（ア）関西支部年会（大阪）　　昭和61年5月29日

　　（イ）例会「中小規模現象」（京都）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年10月23日

　　（ウ）例会「局地気象」（高松）昭和61年12月12日

　　（エ）例会「海洋と気象」（神戸）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和62年1月30日

　　（オ）例会「産業と気…象」（大阪）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和62年3月16日

　オ．九州支部

　　　昭和61年度九州支部研究会（福岡管区）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和62年2月6日

　力．沖縄支部

　　　沖縄管内気象研究会（八重山職員会館）

　　　　　　　　　　　　　昭和62年1月28日～29日

（7）普及活動

　ア．第20回夏季大学「雨と災害」

　　　昭和61年7月28日～31日　気象庁

　イ．関西支部第8回夏季大学「気候とその変化一古

　　　気候から21世紀の予測まで一」

　　　昭和61年7月28日～30日

　　　大阪府立労働センター

　ウ．北海道支部第4回夏季大学「冬の気象」

　　　昭和61年7月31日～8月1日

　　　札幌市青少年科学館

（8）国際学術交流

　ア．国際学術交流事業

　　（ア）「イソド・モンスーンの長期予報100年記念

　　　　国際セミナー」後援

　　昭和61年4月16日～18日　インド気…象学会

　　主催

　　安成哲三，栗原弘一の2会員をキーノート・

　　スピーヵ一として派遣

（イ）「短期・中期数値予報国際シンポジウム」後

　　援．

　　昭和61年8月4日～8日　気…象庁．

　　WMO（気i象庁）／IUGG主催　プ・シーデ

　　ィングスを気…象集誌特別号として発行する

　　ため，編集委員会を組織，作業中である．

　　　　　　　　　　　　　　、天気”34．8』
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　　　　また，募金も行った．

　イ．国際学術研究集会参加補助

　　　中沢哲夫会員「モンスーンとメソ気象学国際会

　　　議」

　　　早坂忠宏会員「北京国際放射シンポジウム」

　ウ．会員有志からの募金により基金の充実に努め

　　　た．

（9）学術用語集　　　　　　　　　　　「

　　気象学編増訂版の校正を行った，近く刊行の予

　　定．

　（10）名・誉会員の選出

　　　次の3会員が名誉会員に選ばれた．

　　　　吉武素二会員

　　　　高橋浩一郎会員

　　　　礒野謙治会員

　（11）役員選挙

　　　昭和61年7月4目開票が行われ，第24期の新役

　　　、員が決まった．

　（12）日本学術会議会員

　　　日本学術会議会員選出法の変更に伴い，　日本気

　　　…象学会における会員の候補者及び推薦人の指名

　　　方法を定めた．

　（13）著作権

　　　気象集誌に著作権を認定，65巻1号から著作権

　　　を明記していくことになった．他の機関誌につ

　　　いても各委員会で検討中である．

（14）事務局

　　ア．在庫の処分

　　　　大正時代からたまっていた機関誌その他の在庫

　　　　を処分・整理し，台帳を作成した．

　　イ．事務機械化

　　　　パソコソ用データ作成のための基礎資料を会員

　　　　の協力により収集した．

　　ウ．ゼ・ックスコピーのサーピスを開始．

　9．昭和61年度会計決算報告

　土屋会計担当理事から資料にもとづき収支計算書，正

味財産増減計算書，損益計算書，（収益部門），貸借対照

表，財産目録について報告があった．

　10．昭和61年度監査報告

　相原監事が昭和62年4月20日監査を実施した結果につ

いて，資料にもとづき報告があった．

　議長が事業報告，会計決算報告，監査報告の3件につ

き承認を求めたところ多数により承認された．

　1987年8月

11．昭和62年度事業計画（案）の審議

中村庶務担当理事から概要次のとおり説明があった．

（1）機関誌等の刊行

　ア．天　　気　34巻4号～35巻3号12冊816頁（65

　　　　　　　　頁増）

　イ．気象集誌　65巻2号～66巻1号6冊1，184頁

　　　　　　　　（182頁増）

　ウ．気象研究ノー一ト　156号～159号

　工．気象集誌特別号（短期・中期数値予報国際シン

　　　ポジウムのプロシーディングス）

　　　論文数67編，約700頁の予定

　　　天気は紙面を充実する．

　　　気象集誌の英文校正を65巻3号で試行後，実施

　　　を検討する．

（2）講演会および研究会

　ア．春季大会　昭和62年5月26日～28日

　　　　　　　　筑波：筑波大学大学会館

　　　　　　　　（担当：筑波大学）

　　　　　　　　ポスター●セッションを試行する．

　イ．秋季大会　昭和62年10月14日～16日

　　　　　　　　札幌：北海道大学国際交流会館

　　　　　　　　（担当：北海道支部）

　ウ．研究会　南極圏の気象，モデル気象学等

　工．月例会等　例年通リ

　オ．他学会との共催等　例年通り

　　　他に「第3回水資源に関するシンポジウム」

　　　昭和62年8月4日～5日

（3）普及活動

　ア．第21回夏季大学「雲と大気の状態」

　　　昭和62年8月3日～6日　気象庁

　イ．関西支部第9回夏季大学「新しい天気予報」

　　　昭和62年7月28日～30日

　　　大阪府立労働センター

　ウ．北海道支部第5回夏季大学

　　　昭和62年7月29日～30日

　　　札幌市青少年科学館

（4）国際学術交流

　ア．「東アジアの大気循環に関する国際会議」

　　　昭和62年4月10日～15日　成都

　　　日中協力国際交流事業として中国気象学会およ

　　　び中国科学院と共催した．

　　　新田勅，村上勝人，加藤内蔵進の3会員を援

　　　助．
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　イ．　「熱帯域における微気…象と大気汚染に関する国

　　　際シンポジウム」後援．昭和63年2月，ニュー

　　　デリー．インド気象学会主催．

　ウ．国際学術研究集会参加の補助

　　　募集を年2回行う．

　エ．募　金

　　　事業及び基金を充実するため，会員及び団体か

　　　らの募金を行う．

（5）1993年国際気象学・大気物理学協会（IAMAP）総

　　会に立候補する．

　　予定：1933年8月，東京

（6）文部省学術用語集気象学編増訂版の出版

　　昭和62年5月

（7）堀内剛二会員からの寄付

　　堀内剛二会員の寄付金を大気科学の研究を奨励す

　　る目的に活用する．

（8）日本学術会議第14期会員の推薦

　　日本学術会議から示された手続き日程に従って，

　　日本気象学会の会員候補者及び推薦人を選出す

　　る．

（9）事務局

　　パソコンを利用して，会員の異動・会費納入状況

　　　などの管理を行うよう，ソフトウェアとデータベ

　　　ースの整備に努め，事務局体制の一層の充実をは

　　　かる．

　12．昭和62年度予算（案）の審議

　　　土屋会計担当理事から資料にもとづき，事業計画

　　　に沿った予算（案）の説明があった．

　　　議長から昭和62年度事業計画案，予算案の2件に

　　　ついて質問，意見等の発言を求めた．

　質問：専務理事などの，気象学にピジョンをもった専

　　　　従職員をおく方向で予算など考えてほしい．

　回答：理事会としても事務局体制の強化の必要性を痛

　　　　感している．ご意見を参考として今後検討して

　　　　いきたい．

　議長から昭和62年度事業計画案，予算案の2件につき

承認を求めたところ，多数により承認された．

　15．議長解任

　議長より会員の協力により，無事議長の務めを果すこ

とができたことに謝意を表す，との議長解任の挨拶があ

った．

　14．閉会の辞

　以上をもって昭和62年度社団法人日本気象学会総会が

終了した．

支部だより

北海道支部創立30周年記念行事の報告

日本気象学会北海道支部

　昭和32年6月に日本気象学会北海道支部が創立され，

今年でちょうど30年を迎えました．

　昭和62年6月10日に北海道大学学術交流会館において

昭和62年度第1回支部研究発表会，支部総会を行い，続

いて支部創立30周年記念行事を開催しました．

　秋山勉支部長挨拶の後，若濱五郎日本雪氷学会北海道

支部長と堀口郁夫日本農業気象学会北海道支部長から祝

辞を頂き，山元龍三郎日本気象学会理事長および菊池幸

雄気象庁官からの祝電が披露されました．続いて支部活

動に功績のあった斉藤博英会員と札幌市青少年科学館を

表彰しました．そのあと北海道大学理学部菊地勝弘教授

（演題：北大理学部気象学研究室の30年）および大川隆

室蘭地方気象台長（演題：特異現象解明への30年）の記

念講演が行われ，終了後，北大百年記念会館で祝賀会を

開催し盛会のうちに終了しました．

50 、天気”34．8．
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昭和61年度計算書類に対する注記

1．重要な会計方針

　（1）固定資産の減価償却について

　　　什器備品………定率法による減価償却を実施している。

　（2）引当金の計上基準について

　　　退職給与引当金………期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上

　　　　　　　　　　　　　　　している。

　　　総会費用引当準備金………隔年度の総会費用要経費に相当する金額を計上

　　　　　　　　　　　　　　　している。

　（3）資金の範囲について

　　　資金の範囲には、現金預金、未収金、未払金、前払金及び前受金を含める

　　ことにしている。なお、当期末残高は3．に記載するとおりである。

2．基本財産の増減及びその残高は、次のとおりである。

科　　　　　　目 当期増加額円 当期減少額円 当期末残高円

基　　　本　　　金 600，000 0 10，250，000
藤　原　賞　基　金 500，000 0 2，000，000

山　本　賞　基　金 500，000 0 3，500，000

国際学術交流基金 2，000，000 0 5，000，000

堀内賞奨励金 5，000，000 0 5，000，000

合　計　　（基金） 8，600，000 0 25，750，000

3．次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

内　　　　　　　　　訳
科　　　　　　目 ．当期末残高・円

公益部門円 収益部門　円

現　　　　　　　金 170，009 170，009 0
普　　通　　預　　金 1，126，627 766，147 360，480
郵便振替貯金 52，626 52，626 0
公　社　債　信　託 21，200，000 21，200，000 0
合　　　　　　　計 22，549，262 22，188，782 360，480
前　　受　　会　　費 21，252，626 21，252，626 0
合　　　　　　　計 21，252，626 21，252，626 0
当期繰越収支差額 1，296，636 936，156 360，480

4．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科　　　　　　目 取得価額　円 減価償却累計額円1当期末残高　円

什　　器　　備　　品 3，061，916 696，100 2，365，816

合　　　　　　　計 3，061，916 696，100 2，365，816
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昭和61年度 財産目録
　　（昭和62．3．31現在）

社団法人

理事長
日本気象学会

山　元竜三郎

資　産　総　額

　1．基　本　財・ 産（基本金，基金）

　　不　　動　　産

　　動　　　　　産

58，590，467円

25，750，000円

　　　　　　0円

25，750，000円

種　　類 預　　　入　　　先 金額（円） 備　　　　　考

貸付信託 住友信託銀行（日比谷支店） 10，250，000 基　　本　　金

〃 〃 3，500，000 山本賞基金
〃 〃 1，000，000 藤原賞基金
〃 三井信託銀行（本　　　店） 1，000，000 〃

公社債信託 野村証券KK（銀座支店） 5，000，000 国際学術交流基金

投資有価証券 山一証券KK（本　　　店） 5，000，000 堀内基金奨励賞（仮称）

合　　　　　　　　　計 25，750，000

2．積 立 金 5，900，000円

種　　類 預　　　入　　　先 ・金　額（円） 備　　　　　考

金銭信託 住友信託銀行（日比谷支店） 1，000，000 退職給与引当預金

公社債信託 野村証券KK（銀座支店） 400，000 総会費用引当預金

〃 〃　　（東京支店） 4，500，000 気象集誌特別号刊行費用引当預金

合　　　　　　　　　計 5，900，000

3．運　用　財　産 22，549，262円

種　　類 預　　　入　　　先 金額（円） 備　　　　　考

普通預金 第一勧業銀行（大手町支店） 1，120，975

〃 東京銀行（丸の内支店） 5，652

郵便振替貯金 東　京　中　央郵　便局 52，626

〃 大　手　町　郵　便　局 0 国際学術交流基金口

公社債信託 野村証券KK（東京支店） 10，700，000

〃 日興証券KK（新丸ビル支店） 10，500，000

現　　　　金 手　　　許　　　保　　　管 170，009

合　　　　　　　　　計 22，549，262

4．什　器　備　品 2，365，816円

5．期末在庫高 2，025，389円
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　　　　　　　社団法人日本気象学会　監査報告書

　社団法人日本気象学会の財産及び業務執行の状況を、次のとおり監査したので

報告する。

1．監査月　日　　昭和62年4月20日

2．監査場所　東京都千代田区大手町1－3－4気象庁内

　　　　　　　　　　　社団法人日本気象学会事務局

3．－監　査　帳　簿

（1）昭和61年度収支計算書、貸借対照表他計算書

（2）財　産　目　録

（3）総勘定元帳

（4）現金出納帳

（5）預金出納帳

（6）備　品　台　帳

（7）物品出納帳（物品在庫調書を含む。）

（8）領　収　証　綴

（9）預金証書及び普通預金通帳

⑩　郵便振替受払通知票綴

⑪　国庫金送金通知書綴

⑫　現金書留受領簿

⑬　小切手帳及び振出帳簿

α4　昭和61年度事業報告書

4．監　査　内　容

（1）昭和61年度収支計算書、貸借対照表他計算書について、その経理状況を

　　監査するとともに、財政状況を調べた。

（2）上記の帳簿類について、照合を行うとともに、出納状況及び記載事項の監

　　査を実施した。

　（3）学会ゐ運営状況について、聴取し、意見を述べた。
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5．監　査　意　見

　　監査の結果、昭和61年4月1日から昭和62年3月呂1日までの会計年度

の収支決算書は正しいと認める。会計帳簿を照合したところ，その記帳は正確

であり、整理もよくなされている。会費収入状況は良好であり、財政は安定し

　ている。

　事務室に保管してある刊行物の在庫の調査と整理に努め、また、経費の節約

につとめるなど学会の運営に対する役員並びに事務局員の労を多とする。

　事業はほ父計画どおり遂行されている。前回指摘された気象研究ノートの発

行も順調である。国際学術交流事業は貴重な成果をあげており、今後もひきつ

づき実行していく必要がある。新たな機器の導入等による事務体制の強化は行

われてきているが・今後もこの方向を進め整備状況に応じた効率的運用を行な

い，事務能率の向上に努めるべきである。

　会員数は増加はしているが、各種の会合・講演会などの企画や機関誌を通し

ての会員相互の交流などにより活動を活発化し、気象学会を発展させるよう会

員各位の一層の努力が必要である。

昭和62年4月20日

監事相原正彦㊥

監事　浜田忠昭　㊥
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　　　　　　　　昭和62年度収支予算書傑）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人　日本気象学会

1収入の部　　　（昭和62年4月1日から昭和63年3月31日まで）
勘　　　　定　　　　科　　　目

大科目 中　　科　　目 小　　科　　目
予算額
　（千円）

前年度
予算額
　（r：円）

増　　減
　（千円）

備　　　考

1．基本財産

運用収入
1，040 1，000 40

基本財産利息収入 基本財産利息収入 865 899 △　34

基本財産配当金収入 基本財産配当金収入 175 101 74

2．会費入会

金　　入
35，392 35，297 95

通常会員会費収入 通常会員会費収入 6，083 5，900 183
　1現組87人
63／1～3月の分

団体会員会費収入 団体会員会費収入 4，869 4，946 △　77
2　　500ヵ所

6
外国人会員会費収入 外国個人会員会費収入 194 189 5

2／1現　84人
631～3　の

外国団体会員会費収入 156 173 △　17
2／1現53ヵ所

31～3　の
賛助会員会費収入 賛助会員会費収入 2，800 2，830 △　30 45団体の分

前　　　受　　　金 前期前受会費収入 21，253 21，259 △　　6 62鴻～12月の分

入　会　金　収　入 入　会　金　収　入 37 0 37

3事業収入 20，731 15，051 5，680

気象研究ノート
刊　行　　収　入

気象研究ノート
刊　行　　収　入

6，184 7，300 △1，116

気象研究ノート
未　収　金　収　入

気象研究ノート
未　収　金　収　入

1，946 0 1，946

予稿集刊行収入 予稿集刊行収入 3，920 3，920 0
夏季大学：講座事業収天 夏季大学講座事業収入 825 877 △　52

書　店　扱　収　入 書　店　扱　収入 2，655 2，570 85

ぺ一パーズ発行収入 ぺ一バーズ発行収入 212 384 △172
気　　　　集　　誌

　1　刊行収入
気　象　集　　誌
特別号刊行収入

4，584 0 4，584

学術用語集発行収入 気象学編発行収入 405 0 405

鞭助金
収　　入

3，710 3，710 0
文部省補助金収入 科学研’究費収入 3，710 3，710 0

5．寄付金
収　　入

100 0 100

寄　付　金　収　入 寄　付金　収　入 0 0 0
募　金　収　　入 募　金　収　入 100 0 100

6．雑収入 12，704 12，429 275
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勘　　　定　　　科　　　目

大科目 中　　科　　目 小　　科　　目
予算額
　（椚）

前年度
予算額
　（椚）

増　　減
　（柵）

備　　　考

受　取　　利　息 受　　取　　利　息 700 700 0
別　　刷　　収　入 別　刷　収　入 3，271 3，136 135

投稿料　収　入 投稿　料　収　入 5，512 5，181 331

広　告料収　入 広告料　収入 2，912 2，912 0
その他雑収入 その他雑収入 309 500 △191

7．特定預金

　　収入
4，500 1，000 3，500

総云　用
　　崩　　　　入

会　用

　　　　入 0 1，000 △1，000

気　　誌特別号弓当

　金　　　収入
誌特別号引当

　　　入
4，500 0 4，500

当　期　収　入　合　計（A） 78，177 68，487 9，690

当期繰越金 19，062 18，785 277
’
前
　
　
　 受　　　金 前受会費繰越金 19，062 18，785 277 63／4～12月の分

前期繰越金 1，297 1，351 △　54

前期繰越収支差額 前期繰越収支差額 1，297 1，351 △　54

収　　　入　　　合　　　計　　（B） 98，536 88，623 9，913
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H支出の部
勘　　定　　科　　目

大科目 中　科　目 小　科　目 予講
前年
予翻 増（誘 備　　　　　考

1．事業費 57，872 47，886 9，986

図書購入費 図書購入費 392 392 0
　云　への’
含む

臨時雇賃金 臨時雇賃金 288 288 0
会　　議　　費 会　　議　　費 1，250 2，050 △800
旅費交通費 旅費交麺費 378 189 189・

天気刊行費 20，189 19，723 466 48頁増年912頁

印刷製本費 14，900 14，680 220

編　　集　　費 2，026 2，026 0
通信運搬費 3，263 3，017 246

気象集誌刊行費 16，320 14，249 2，071 84頁年1，184頁

印刷製本費 13，422 11，990 1，432

編　　集　　費 1，814 1，302 512

通信運搬費 1，084 957 127

特別号箭誌 8，165 500 7，665
置　　プロシーテン

ブス90・0部発行

印刷製本費 7，112 0 7，112

編　　集　　費 500 500 0
通信運搬費 553 0 553

ノートモ行
6，840 6，819 21 4号の刊行、480頁分

印刷製本費 5，487． 5，487 0
編　　集　　費 715 716 △　　1

通信運搬費 638 616 22

予稿集刊行費 2，063 2，049 14

印刷製本費 1，760 1，760 0
通信運搬費 303 289 14

子 637 637 0
印刷製本費 500 500 0
編　　集　　費 137 137 0

負担金支出 負担金支出 440 80 360
　回　　　、シンポジウム
共催分担金含む

学会賞金支出 学会賞金支出 200 200 0
藤原賞金支出 藤原賞金支出 100 100 0
山本賞金支出 山本賞金支出 100 100 0
奨励金支出 奨励金支出 210 210 0
雑　　　　費 雑　　　　費 300 300 0
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勘　　定　　科　　目

大科目 中　科　目 小　科　目
予算額
　（椚）

前年度
予算額
　（細）

増　　減
　（『円）

備　　　　　考

2．管理費 14，782 15，856 △1，074

給　料　手　当 給　料　手　当 5，906 5，873 33

退　　職　　金 退　　職　　金 0 0 0
福利厚生費 福利厚生費 400 400 0
会　　議　　費 会　　議　　費 705 1，150 △445
旅費交通費 旅費交通費 330 380 △　50

通信運搬費 通信運搬費 1，600 1，650 △　50

什器備品費 什器備品費 233 233 0
消　耗　品費 消耗品費 300 300 0
印刷製本費 印刷製本費 250 570 △320
光　熱　水　料 光　熱　水　料 230 脚 0
賃　　借　　料 賃　　借　　料 姻 400 0
公　租　公　課 公　租　公　課 姻 400 0
支部交付金支出 支部交付金支出 2，5（B 2，520 43

関西北海道支部の夏季大
助の分　　む

諸　　謝　　金 諸　　謝　　金 210 100 110

電子計算機
’　　　　　脚

電子計算機
運　　営

355 750 △395
雑　　　　費 雑　　　　費 900 900 0

麟学術 1，800 1，600 200

国際学術交流費 国際学術交流費 1，800 1，600 珈
4．特定預
金支出 脚 300 500

退　’
職
預
　
金
　
　
　 出

300 300 0
総会費用引当
預　　　支　出

総会
　金　支出

500 0 500

5．予備費 1，500 1，500 0
予　　備　　費 予　　備　　費 1，500 1，500 0

当　期　支　出　合　計　（C） 76，754 67，142 9，612

当期収支差額（A）一（C） 1，423 1，345 78

次期繰越前受会費　（D） 20，387 20，285 102

次期繰越収支差額てB）一（C＋D） 1，395 1，196 199
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